国が、自立支援法を廃止すると言い出した！

「話し合い」と「訴訟継続」を二つの柱に

　　　

八月三十日の「与野党逆転」から、訴訟運動も大きな影響をうけました。九月十六日に発足した鳩山内閣で厚生労働大臣に就いた長妻昭さんが、「障害者自立支援法は廃止する」と明言したからです。

これを受ける形で、九月二十四日、広島地裁で国側は、「国の訴訟方針を再検討したい。そのために三カ月の余裕がほしい」と言い出しました。「和解」の申し出といえるでしょう。訴訟運動が大きな成果を上げたと評価できる出来事でした。

今回の「和解劇」で明らかになったのは、自立支援法が謳う「応益負担」原則が、障害者福祉に合わないということです。十四地裁で訴訟に立ち上がった七十人を超える原告に共通する訴えは、応益負担が、障害者の心を傷つけるという事実です。生き続けるための施策を、あたかも特別の利益を生み出すかのようにとらえる考え方に、障害者は異論を唱え続けました。「応益負担なくせ」を共通の願いとして、訴訟にかける障害者の願いは広がってゆきました。

だからこそ、国が言い出した「和解劇」「話し合い路線」に応じつつ、訴訟も続けるという方針が、原告に受け入れられることになりました。自立支援法

に代わる、総合的な障害者福祉法は、障害者はもちろん、国民からも歓迎されねばなりません。また、新しい立法は、「小
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八月二十四日、第四回口頭弁論と報告集会が、京都地裁と弁護士会館で開かれました。この日も百五十人ほどの人が傍聴に駆けつけ、京都地裁で一番大きい法廷も人であふれかえりました。京都訴訟は第一次が一人、第二次が八人の原告となっていますが、この日から二つの訴えが一緒に審理されることになりました。

九人の原告と家族、介助者が証人席に座るなか、かめおか福祉会の原告・廣瀬ゆみ子さんと廿日岩博樹さんが陳述しました。

廿日岩さんは、「自立支援法で生きがいや人生を奪わないで」と声を振り絞りながら話し、

廣瀬さんは、「デイセンターに泉流構造改革」ときっぱりと手を切る、新しい福祉の峰を築くものにならねばなりません。

　　　　　　　　（井上吉郎）

通うことやヘルパーを利用して外出したりすることは、私の生きがいそのもの。当たり前の生活にお金を払わなくてはならないなんてあんまりだ」と訴え、陳述が終わると傍聴席から拍手が起こりました。

当日に陳述内容の概要と廣瀬さんの陳述のコピーが裁判長も含む全員に配布されました。「今日まで作業所に通い、念願のケアホームに入って生きる喜びを得てきた、この喜びを奪わないでください」「障害がどんどん進行して、自分も母もますます生活しにくくなってきている。生きることへの利用料応益負担はあまりにもひどい」。言語障害がある二人でしたが、この日に向けて、練習を重ねた成果もあって、自分の生活の実態と怒りをぶつけました。

弁護士の佐野就平さんは、国の言い分に反論、国の言い分が憲法に照らして乱暴極まりないものであること明らかにしました。　　　　　　　（吉）

　秋晴れの気持ちいい十月の昼下がり、左京区の喫茶店で、原告・田中亨さんと母・美佐子さんにお話しを伺ってきました。

―亨さんの普段の生活について教えてください。

家では洗い物もお風呂洗いもしています。一番大変なのは猫の世話です・・。僕の父親はご飯が残ったらチャーハンをつくりますよ。僕も一人鍋をして食べるんですよ。へへへ！

（母）大根サラダもつくってくれたりします。食べることには興味があるみたい。

―ホットケーキとアイスコーヒーを注文されましたね。どんなものが好きですか？

甘いものは好きだけど辛いものは苦手・・。カレーは甘口でないとダメです。

―鍋にはどんな野菜を入れる？

　う～ん、白菜とか豆腐、しいたけ、あとお母さんが「これは使わんといて！」という肉とか！
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（母）産直のおいしくて高いしゃぶしゃぶ肉を一人で全部食べてしまって･･ショックでした（笑）。

―そんなに料理もできるなら、一人暮らしもできますね。

・・だけど電気・ガス代とか家賃とかかかるから・・。

―亨さんは名刺をつくるのが得意なんですね。パソコンで他のこともします？

パソコンからSDカードに音楽をダウンロードして聴きます。好きなのは「AKB48」とあべあさみちゃんです。毎月第三土曜日はガイドヘルパーさんと出かけますが、円町のミドリ電化とか四条のキーホルダーショップへいったりします。

―今回の裁判では、仕事にいくのに利用料を払うのは納得いかないと原告になられましたね。今一番の希望はなんですか？

名刺を作る事が好きなのでそういう仕事ができる自分にあった作業所にいきたいです。家にずっといるとイライラしてつらいです。

―亨さんが毎日通える作業所がきっとみつかりますよ。利用料を気にせず作業所に通えるように裁判も一緒にがんばりましょう！きょうはありがとうございました。　　　　　　　　　　（ゆ）

・・（取材後記）・・

シャイな亨さん、写真は苦手なようです。取材中はゆっくりと静かな語り口ながら満面の笑顔で話してくださいました。

	


　　　　　　　　　　　　　　　

十月四日京都テルサで百三十人が集まり「急げ！『応益負担』廃止　なくせ！障害者自立支援法」緊急集会が開催されました。「政権交代」が起こった国会は、自立支援法をいったん廃案にして、新たな立法が行われるのかどうか、はっきりした見通しがまだ示されていない時期、京都で粘り強く活動を続けている「障害者自立支援法に異議あり！応益負担反対」実行委員会の主催で開かれました。
　今すぐにでも「応益負担」や「日払い」を替えることができることに確信をもつ内容となりました。そして、集会に集まった参加者の意思を国会議員に伝える「アピール」を採択しました。
　十月六日には実行委員会の代表が、京都選出の国会議員十七人にアピールを手渡しました。アピールと『裁く！』を渡し、読んでいただけるよ　　　　
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うお願いしてきました。さらに、厚生労働省にも足を運び、京都選出の山井和則厚生労働省政務官にも二つを届けてきました。
　　　☆

　十月三十日、「さようなら！障害者自立支援法　つくろう！私たちの新法を！」をスローガンに一万人を超える全国からの参加者が声を上げました。会場は厚生労働省前の日比谷野外音楽堂、京都からは百五十人の人が加わりました。参加者の声を受け止めた長妻昭厚生労働大臣の挨拶、まさに歴史的な舞台転換の幕が上がった瞬間でした。
　「私どもとしては、この応益負担という、皆様に重い負担と苦しみと尊厳を傷つけるこの障害者自立支援法を廃止する決断をしているところです。四年間の政権の一期の中で、この応益負担から応能負担に変える新しい制度を創設していく。その際にはお一人おひとりの意見をできる限り聞き、みんなでよりよい制度をつくっていきたいと考えています」との長妻大臣の挨拶は、やはり新聞報道でみるのとは違い、本当に私たちの願いが実現するのだという大きな喜びを実感させました。　　　　　　　　　　　　
　また、大臣の挨拶は、壇上にずらりと陣取った障害者自立支援法違憲訴訟の全国から集まった原告と弁護団を背にして行われました。全面にも後方にも、大臣の挨拶をしっかりと聞き逃さない参加者の集団が包囲している、象徴的な光景が展開していました。
　そのあとに、原告を代表して東京訴訟原告の家平悟さんが電動車いすのひざに可愛い息子を乗せての挨拶。にくい演出に会場は釘付け、絵になる風景でした。
　第二部では民主党、社民党、共産党からの出席で、主催者の
緊急告知！!　　「生存権裁判」「自立支援法訴訟」、初めての合同集会！

新政権で復活が決まった母子加算に続いて、老齢加算もと頑張る生存権裁判。自立支援法廃止後も展望する自立支援法訴訟。二つの裁判が初めて出会う！

集会名：人間らしく生きたい　日時：11月16日（月）午後6時30分～　会場：ハートピア京都３階ホール（烏丸丸太町下ル）

共催：京都生存権裁判を支える会、障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会
11月29日(日)大阪で300人を超える近畿の集会を！

訴訟運動は全国14地裁で取り組まれています。このうち近畿6府県では、すべての地域で訴訟運動がすすめられており、6府県で支援組織ができています。また、原告も40人を超えるなど、全国の「機関車」の役割も期待されています。国が態度を変えるなど、新しい状況も生まれています。

―とどけ原告の声！なくせ『障害者自立支援法！』―

11月29日（日）午後1時～4時大阪府人権推進センター　　　　　　　(ＪＲ環状線芦原橋駅下車700ｍ)

障害者自立支援法訴訟の勝利を

めざす会近畿ブロック

では、新しい情勢を共有し、原告・弁護団・支援者が一度に会する最初の機会となります。京都からは、弁護士のパフォーマンスや原告の訴えも予定されています。みんなで参加しましょう！
質問に答える形の政党シンポ　　　　　　　　[image: image4.jpg]



ジュウムが行われました。介護保険との統合問題はもう再燃しないかなど、突っ込んだ質問もされました。
　集会終了後は国会議事堂方面と東京駅方面の二コースに分かれ、市民の皆さんにアピールしながらのパレードを行いました。　

ようやくここまで来たという思いと、本当に応益負担が廃止されるまで手を緩めるわけにはいかないという気持ちが交差するフォーラムでした。　　　　　　　　　

（池添素）
「訴訟がわかりやすく書いてある」と評判

『裁く！』が緊急出版

　十月二十日、『裁く！』（障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす京都の会　ウインかもがわ　本体価格1,050円）が発行されました。京都はもちろん、全国で飛ぶように売れており、書店への注文も相次いでいます。各地の「勝利をめざす会」では、十部、二十部の注文が続き、首都圏を中心とする書店でも注文が続いています。事務局で扱った百五十部は完売、十月三十日の東京での集会でも五十部が売れています。原告が六人もいるかめおか福祉会では百部を売っています。「京都新聞」「日本福祉新聞」「赤旗」での広告、「毎日新聞」「みんなのねがい」などでの書評も力になっています。

『裁く！』の魅力は、三点にまとめられます。

第一は、訴訟原告が自分の障害と希望を自分の言葉で語っていることであり、訴訟への期待を明らかにしていることです。そして、障害者を担当している弁護士が十三人も登場して、障害者感を赤裸々に語っていることです。

第二は、巻頭おかれて三本の論文（弁護士が執筆。「障害者訴訟に立ち上がった」「障害者自立支援法訴訟は何を問題としているか」「国の『反論』への反論」）が、全国に通じる内容となっていること。訴訟が問題にしていることが要領よくまとめられています。

第三は、訴訟勝利の展望と、自立支援法廃止の手立て、廃止後のデッサンが示されていることです（「利用者負担をどのように考えるかー『応益負担』批判」「われらの提案―障害者自立支援法なくして、これだけは」「訴訟運動、勝利をめざして」）。

『裁く！』は、「与野党逆転」という新たな情勢を踏まえて書き下ろされています。状況とかみ合った出版になっています。　　　　　　　　　（ｋ）　　　　　　　　　　　　

人人人人人！！　10.30東京日比谷集会
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岡目八目　米国のオバマさんが来日、疾風（はやて）のように次の訪問国に去って行った。短時間の滞在だったが、僕の胸に落ちたことがある。それは、彼の核兵器廃絶への考えの“本気度”▼今回の日本訪問では、時間がないので、ヒロシマ・ナガサキを訪れられないが、任期中には被爆地を訪問したいと表明したこと、両市の市長を東京に招いたこと、演説でも核廃絶にふれたこと、明らかにこれまでの米国大統領とは違う対応だった▼僕らは、世論を味方につけないと前に進めない。世論はだれも変えてはくれない。自分たちの努力がためされる。世論を味方にしたとき、僕らは、大胆に前に駒を進められる。その世論を変えるうえで、相手の胸に届くような発言や行動が求められる▼でも、これが難しい。容易ではない。つい、わかってくれない側に文句をつけたくなる。「何回も言っているのに、分かろうとしてくれない。これは相手が悪い」というわけだ。通じる人への働きかけとは別の困難が横たわっている▼僕らの訴訟運動に即して言うなら、応益負担原則の、障害者への押しつけの不当を理解してもらうことにつきる。オバマさんを見ていると、練りに練った語り口とさりげない配慮が必要と感じた。　　　　　　　　　　（吉）　　　　　　　　　 　　　　　　　     　　　　　　　　　











胸をうった原告二人の陳述


―口頭弁論から





「応益負担」なくせ！


「自立支援法」さようなら！と二つの集会開かれる








8.24口頭弁論報告集会








言いたいことがいっぱいあるんです！　10.30集会





得意技はパソコンとひとり鍋！


～原告・田中亨さんに突撃！インタビュー














